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乳
が
ん
は、

女
性
が
最
も
多

l
3
0
件
以
上
の
病
院
（
該
当

く
か
か
る
が
ん
だ。

今
年
新
た

が
な
い
票
は
最
多
の
病
院）

を

に
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
人
は

掲
載。

全
摘
と
人
工
乳
房
の
再

8
万
6
5
0
0
人
と
予
測
さ
れ

建
を
一

緒
に
行
う
同
時
再
建
手

て
い
る。
一

方、

乳
が
ん
で
亡

術
の
件
数
や、

再
発
リ
ス
ク、

く
な
る
人
は
1
万
4
8
0
0
人

遺
伝
性
乳
が
ん
・

卵
巣
が
ん
の

と
推
計
さ
れ、

女
性
で
は
大
腸

可
能
性
を
調
べ
る
検
査
体
制
の

や
肺
な
ど
に
続

有
無
も
示
し

ぃ
｀
い

の
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読
売
新
聞
は
4
5
6
月、

が

手
術
は、

手
術
後
に
放
射
線
治

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
や
関
連

療
を
行
う
の
が
基
本
だ。

人
工

学
会
認
定
施
設
な
ど
1
5
0
5

乳
房
に
よ
る
再
建
手
術
が
保
険

施
設
に、

2
0
1
7
年
の
治
療

適
用
に
な
っ
た
13
年
以
降、

同

実
績
な
ど
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

時
再
建
手
術
を
選
ぶ
患
者
も
増

し
た。

6
1
2
施
設
か
ら
回
答

え
て
い
る。

を
得
た
（
回
答
率
41
%）
。

が
ん
細
胞
を
詳
し
く
調
べ
、

一

覧
表
に
は、

手
術
件
数
が

再
発
リ
ス
ク
を
予
測
す
る
検
査

ぱ、

手
術
後
に
必
要
な
治
療
を

考
え
る
の
に
役
立
つ
。

保
険
が

適
用
さ
れ
な
い
た
め、

自
費
で

約
40
万
円
か
か
る。

遺
伝
性
乳
が
ん
・

卵
巣
が
ん

は、

B
R
C
A
1、

2
と
い
う

遺
伝
子
に
変
異
が
あ
る。

乳
が

ん
患
者
全
体
の
5
5
10
％
を
占

め、

進
行
が
速
い
と
さ
れ
る。

若
年
で
の
発
症

や、

家
族
・
血

縁
者
に
乳
が
ん

や
卵
巣
が
ん
に

な
っ
た
人
が
多

い
場
合
は、

遺

伝
子
検
査
を
検

討
す
る
こ
と
に

な
る。日

本
乳
癌
学

会
は
5
月
に
改

訂
し
た
診
療
指

針
で、

遺
伝
性

乳
が
ん
の
患
者

が
予
防
を
目
的

0人工乳房を使った同時再建手術

①乳房切除後、皮膚や筋
肉を伸ばす器具（ティッ
シュ・エキスパンダー）
を入れ、生理食塩水を
約半年かけて注入する

②ティッシュ・エキスパ
ンダーとシリコーン
製の人工乳房を入
れ替える

計

に、

が
ん
に
な
っ
て
い
な
い
側

の
乳
房
を
切
除
す
る
手
術
を
強

く
推
奨
す
る
と
し
た。

遺
伝
子

検
査
に
対
応
で
き
る
医
療
機
関

は
増
え
て
お
り、

早
期
診
断
が

可
能
に
な
っ
て
き
た。

検
査
は

自
費
で
約
20
万
5
30
万
円
か
か

る。た
だ、

検
査
結
果
が
家
族
ら

予防切除強く推奨

お便りは、
メールiryou@yomiuri.com

ファクス03·3217·1960

学会が指針

乳
が
ん

圃
時
再
建
手
術
が
増
加

に
関
係
す
る
場
合
も
あ
り、

患
者
の
精
神
的
な
負
担
は
大
き

い
。

遺
伝
子
検
査
や
治
療
の

内
容、

周
囲
へ
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て、

説
明
や
相
談
を
通
じ

て
患
者
を
支
援
す
る
遺
伝
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
が
大
切
だ。

治
療
の
選
択
肢
が
広
が
る
乳

が
ん
だ
が、

鏡
で
乳
房
の
変
形

や
左
右
の
違
い
を
見
た
り、

指

で
触
っ
て
し
こ
り
が
な
い
か
確

認
し
た
り
す
る
な
ど、

普
段
か

ら
自
分
で
チ
ェ、
ッ
ク
す
る
こ
と

も
重
要
だ。

昭
和
大
乳
腺
外
科
教
授
の
中

村
清
吾
さ
ん
は
「
ま
ず
は
主
治

医
と
よ
く
相
談
じ、

自
分
の
が

ん
の
状
況
と、

適
し
た
治
療
を

理
解
す
る
こ
と
が
大
切。

納
得

の
い
く
治
療
を
受
け
る
た
め

に、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
別

の
医
師
の
意
見）

の
利
用
も
役

立
つ
」

と
し
て
い
る。

（
安
藤
奈
々
）

膝
関
節
の
治
療

次
回(
11
月
21
日
予
定）
は

北海道
札碗乳腺外科ク
札蜆ことに乳腺ク
北海道大
札蜆医大
NTT東日本札視
函館五稜郭

青森
県立中央

岩手
瞑立中央
岩手医大

宮城
東北大
石巻赤十字
県立がんセ

秋田
市立秋田総合
山形
県立中央
日本海総合

福島
星総合

茨城
筑波大
水戸赤十字
日立総合
国・水戸医療セ

栃木
県立がんセ
自治医大

群馬
県立がんセ
国・高崎総合医療i

埼玉
瞑立がんセ
埼玉医大国際医療i

地・埼玉メデイカ）．

独協医大埼玉医療i

埼玉医大総合医療i

春日部市立医療セ
千葉
亀田総合
国立がん研究セ東
三和
千葉大
瞑がんセ
船橋市立医療セ
千葉労災
国保旭中央

東京
がん研有明
聖路加国際
国立がん研究セ中9

昭和大
順天堂太'- • c·-­
都立駒込
都立多摩総合医療寸

江戸川
日大板橋
虎の門
東京女子医大
ー,-+-__!...






